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研究成果の概要（和文）： 

１）子どもの貧困は機会の剥奪と捉えるのが適当であり、貧困家庭の子どもたちは自己肯定感

が低い。 

２）「貧困／不利／困難」を抱えることの多い児童養護施設の出身者に対しても、自己肯定感を

高めることが有用である。 

３）母子寡婦福祉法が時代遅れになっている。母子の閉じられた関係を避けるために「二者関

係を超える他者や居場所」が必要である。 

４）就労自立に困難を抱える若者に関して、相談者自身の「成長」を確かめ合う「プロセス」

が重要である。 

 

研究成果の概要（英文）：By conducting several kinds of surveys, we got the below 

fact-findings.  

1) Child poverty should be understood as deprivation of  “opportunities“ and self-esteem 

of children in poverty is low. 

2) It is important to enhance self-esteem of care-leavers, who tend to have various 

disadvantages, by providing work opportunities and accomodations. 

3) The current law for promoting lone-mothers’ welfare is now out-of-date and to avoid the 

enclosed relation between lone-mothers and their children, lone-mothers are 

recommended to have some “others” who support them or places where they fit in. 

4) It is important to evaluate the “process” of consulting services to young people who find 

some difficulties to get jobs. 
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１． 研究開始当初の背景 

（１）2006年 7月経済協力開発機構（OECD）

対日経済審査報告書は，日本の相対的貧困率

が OECD 諸国のなかでアメリカに次いで 2

位であることを明らかにし，大きな衝撃を与

えた．同報告書は子どもの貧困率についても

①日本の子どもの貧困率が徐々に上昇しつ

つあり 2000年には 14％となったこと，②こ

れは OECD 平均と比べても高いこと，③母
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子世帯の貧困率が突出して高いこと，を明ら

かにした（OECD2006）． 

（２）上の OECD 報告書を受けて，それま

で子どもの貧困に必ずしも sensitive ではな

かった国内の研究も近年著しく進展するこ

とになった．日本では橘木（1997）を嚆矢と

して格差研究が数多くなされたが，それは格

差一般の是非をめぐる議論に拡散すること

によって，不平等の底辺に位置する「許容で

きないもの」（岩田 2007）としての「貧困」

についての究明はそれほど進まなかったし，

子どもに注目することはあまりなかったの

である． 

（３）子どもの貧困が深刻なのは，本人の責

任ではなく，また，低学力や健康格差あるい

は意欲格差を通して貧困が世代を通して継

承される可能性があるためである． 

（４）ただし，上の点については仮説が提示

されていてもそれを実証的に明らかにする

までは至っていない．たとえば，山田（2004）

は「希望をもてる人ともてない人」，「希望格

差」があることを示唆したが，それが実際に

子どもの間でそのように広がっているのか

については確かめられていない． 

 

２．研究の目的 

（１）本研究の第 1の目的は，親の社会経済

階層と子の発育環境および子の学力，健康状

況，生活習慣と生活意識などとの関係を量的

調査を通して明らかにし，貧困の連鎖を断ち

切るためには何が有効であるかを示すこと

である．この場合，貧困は経済的なものに限

定せず，健康や社会とのつながりなどを含め

て考えている． 

（２）本研究の第 2の目的は，貧困に直面す

る子どもが学習により自己の能力を高め，人

生を切り開いていくことへの意欲やスキル

を身に付けることにより，世代的な貧困の連

鎖を断つための福祉・教育プログラムを開発

することである． 

（３）とりわけ児童養護施設の出身者や母子

家庭の子どもたち、あるいは、少し年齢が上

がるが、就職困難な若者や自立に困難を抱え

る若者の場合、こうした「不利」や「困難」

が大きくのしかかることになる。こうした層

に焦点を当てながら「貧困／不利／困難に抗

う力」について考え、それを育成･促進する

サポート・システムのあり方を検討する。 

 

２． 研究の方法 

文献研究に加えて、１）大阪市教育委員会

事務局の協力を得て、大阪市内の小・中学生

とその保護者を対象にしたアンケート調査

を実施、２）就職困難問題を抱える若者に関

して京都市ユースサービス協会の職員との

共同研究を実施、３）児童養護施設を対象に

したアンケート調査、施設職員へのインタビ

ュー調査、併せて、施設退所者へのインタビ

ュー調査も実施、４）加賀屋の事業所内保育

施設へのヒアリング調査、全国母子寡婦福祉

団体協議会へのアンケート調査、母子生活支

援施設、母子家庭の母親へのインタビュー調

査を実施。 

 

３． 研究成果 

（１）これまでの研究では、第 1 に、「親の

貧困」と区別される「子どもの貧困」の特性

の解明はいまだ不十分であり、第 2に、現場

（学校、福祉施設、地域）でそれにミクロ的

にどのように対応すべきか、という問題につ

いてはあまり深められていない。「子どもの

貧困」をめぐって、マクロ的貧困研究とミク

ロの福祉・教育実践を繋ぐメゾ領域が未開拓

であり、missing ring となっており、解決、

解明すべき課題は多い。 

（２）子どもの貧困は様々な機会の剥奪と捉

えるのがもっとも適当であり、貧困家庭の子

どもたちは自己肯定感が低い。 



 

 

 

（３）「貧困から脱出する学びと援助のしく

み」をつくり、貧困の危機にさらされる子ど

もたちのためのエンパワメントの実現は福

祉的施策のみでは可能にはならず、福祉と教

育を架橋したプログラムの開発が必要であ

る。既存の施策や事業という枠組みを超えて、

子どもを守りつつ育て、エンパワメントをめ

ざすという志向性を明確にしたプログラム

が求められている。そうしたプログラムは、

コミュニティ・ベース、施設ベース、学校ベ

ースですでに行われていることの成果と課

題を確かめることを通じて展望されうるも

のであり、その開発は全く新しい何かを発案

するというよりも、すでにある社会的資源や

サービスを有効に活かしながら考えていく

べきものである。 

（３）子どものもつ成長過程にあるという特

徴を考えた場合、その貧困は、彼らの発達に

与える影響という点から動的にとらえるこ

とが重要な意味をもってくる。このことは、

貧困のなかで育つ子どもたちのその時点で

の影響と同時に、それらの影響が、彼らが大

人になった後の生活に与える二次的な影響

にも目を向けることにつながり、貧困の世代

間連鎖という現象を説明するものとなる。 

（４）さらに剥奪という概念を介して貧困を

捉えることが重要である。この概念を用いる

ことにより私たちは貧困を、物質だけでなく

機会が奪われているという子どもにとって

能動的な状態として理解することができる。 

（５）「貧困／不利／困難」を抱えることの

多い児童養護施設の出身者に対しても、働く

機会、住まいの確保と並んで自己肯定感を高

めることが有用である。 

 

（６）母子寡婦福祉法が時代遅れになってい

る。母子の綴じられた関係を避けるために

「二者関係を超える他者や居場所」が必要で

ある。 

（７）母子家庭の母親は「不安定な雇用」「母

子家庭特有の問題」「社会的・経済的課題」「家

庭教育の不十分」の課題を抱えている。その

ため「繊細な親子関係」が築かれ、子どもが

自分の希望や要望を主張することを控え、

様々な機会に「我慢する子ども」の姿を認め

ている。母親は「子育てと仕事の両立支援」

とともに、「学校と家庭の教育支援」を必要

としている。また、子どもと母親の双方に二

者関係を超える他者や居場所が重要になる

と考える。 

（８）母子生活支援施設に入っていた母親た

ちの自己肯定感の変化については、常に自己

肯定感の高い 1名を除く 6名において、結婚

生活を開始した頃から低くなっていった自

己肯定感を、施設入所後に高めていることが

明らかになった。また、母親たちの自己肯定

感を高めることに寄与した施設機能やサー

ビスのプラスの側面として、「入所者同士の

交流」と「職員の存在」があることがわかっ

た。ほかにも、「施設内保育」や「緊急一時

保護」という施設機能やサービスのプラスの

側面によって母親たちの自己肯定感が高ま

った可能性のあることがわかった。 

（９）就労自立に困難を抱える若者に関して、

相談者と支援者が共同で「振り返り」を行な

いながら、相談者自身の「成長」を確かめ合

う「プロセス」が重要である。 
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